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登録リスト（該当：50件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: ３Dで藤本蚕業歴史館をデジタルツイン化]	３Dで藤本蚕業歴史館をデジタルツイン化	上塩尻にある藤本蚕業歴史館の新しい情報空間のご紹介です。

★藤本蚕業歴史館ウォーク
https://d-commons.net/fujimoto-walk/

資料館はとても行きにくいし、行っても資料を見るのも大変です。このたびデジタル技術を使って、資料館まで行かなくても館内をバーチャルに歩き回り、資料にアクセスできるバーチャル空間にしました。本物の資料館がそこにあるかのように再現する技術を「デジタルツイン(デジタルな双子)」と呼んでいます。その試みです。長野大学前川ゼミの協力により藤本蚕業プロジェクトが制作しました。

皆さんもどうぞバーチャルな体験、資料へのアクセスをお楽しみください！	2024-02-27
	2	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.1]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.1	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	こぶた／別所を盛り上げるには
サークルの関係で別所に行く機会が多々あるが、別所の魅力にまだ自分自身

	2024-02-16
	3	[image: 聖博物館・航空資料館2008/05/06]	聖博物館・航空資料館2008/05/06	2008/05/06の記録。
施設内の説明によると聖博物館は1965年に建設され、民俗資料等1300点が展示されています。航空資料館は麻績小学校の旧校舎を1971年に移築復元したものということです。麻績村の小さな博物館に航空機が展示されていることが唐突で面白い。2008年に訪れた時点で既に開館から37年が経過し、展示形態が旧態化した印象は否めませんでした。社会の価値観の変容、デジタル社会への変容などにより、麻績村の地域資料が数多く保存された貴重な施設であると同時に、地域や歴史を学習する博物館施設のあり方も見直されてよい。児童生徒が教室からこれらの展示にアクセスできたら、どれほど地域学習に役立つことかと思います。

Wikipediaによると2012年にリニューアルされたとのこと。現地を訪れ、時の経過の意味を感じてみたいと思います	2024-02-15
	4	[image: 製糸城下町・歴史探訪 ルーツを訪ねて第1回 純水館資料館]	製糸城下町・歴史探訪 ルーツを訪ねて第1回 純水館資料館	味噌と糸がどのようにつながるのか、そこがミソなのです！
移動企画シリーズの後追いで歴史を探訪します。

	2024-02-08
	5	[image: 諸を語り唄～絹の奏で～　坂本 明央氏(津軽三味線奏者)]	諸を語り唄～絹の奏で～　坂本 明央氏(津軽三味線奏者)	2023/10/29開催
【第8弾移動企画シリーズ　諸ものがたり ～純水館・名前の由来～】
主催:糸のまち・こもろプロジェクト
共催:諸公民館
後援:信濃毎日新聞社・小諸新聞・東信ジャーナル社・小諸市教育委員会・(株)コミュニティテレビこもろ・(株)純水館・純水館資料館・氷風穴の里保存会・週刊さくだいら

【内容】
「諸を語り唄～絹の奏で　坂本 明央氏(津軽三味線奏者)」
　坂本 明央氏は青森県北津軽郡坂柳町出身。民謡全国大会連続優勝後、クラウンレコードよりデビューし、全国ツアーを開催しました。津軽三味線名人藤田淳一師の門下生となり、日本コロムビアより「津軽を弾いて津軽を唄う」を発売しました。平成12年に小諸市に移住、津軽じょんがら座を設立。現在も公演を続け、三味線や民謡の指導を行っています。

	2024-02-08
	6	[image: 信濃国分寺跡]	信濃国分寺跡	　信濃国分寺跡は、平将門の乱により消失した当時の国分寺が立っていたとされる場所である。昭和38年から46年にかけて行われた7回の発掘調査では、僧寺や尼寺が並ぶ伽藍配置と瓦、陶器などの遺物が発掘されている。全国の国分寺においても僧寺と尼寺が近接して建設されることは稀であり、10世紀頃の国分寺衰退の痕跡も確認できるなど歴史的価値の大きい遺産である。現在は、史跡公園として整備されている。
　上田市が地元でありながら国分寺跡まで、足を延ばす機会がなかった。行くことがあっても道路沿いまでで、線路を挟んだ向こうにも続いていることを知らず驚いた。併設されている信濃国分寺資料館では、発掘時の釘や瓦を見ることができ当時の歴史を知ることができる。また、安楽寺八角三重塔の模型もあり細部まで構造を確認するこ	2024-01-30
	7	[image: 中井遺跡]	中井遺跡	田地にある遺跡。
発掘された出土品は信濃国分寺資料館にあるようです。	2023-11-30
	8	[image: 【第8弾移動企画シリーズ　諸ものがたり ～純水館・名前の由来～】]	【第8弾移動企画シリーズ　諸ものがたり ～純水館・名前の由来～】	2023/10/29開催
【第8弾移動企画シリーズ　諸ものがたり ～純水館・名前の由来～】
主催:糸のまち・こもろプロジェクト
共催:諸公民館
お問い合わせ:事務局 栁沢浩一(090-7265-1315)
後援:信濃毎日新聞社・小諸新聞・東信ジャーナル社・小諸市教育委員会・(株)コミュニティテレビこもろ・(株)純水館・純水館資料館・氷風穴の里保存会・週刊さくだいら

【内容】
「諸を語り唄～絹の奏で　坂本 明央氏(津軽三味線奏者)」
　坂本 明央氏は青森県北津軽郡坂柳町出身。民謡全国大会連続優勝後、クラウンレコードよりデビューし、全国ツアーを開催。津軽三味線名人藤田淳一師の門下生となり、日本コロムビアより「津軽を弾いて津軽を唄う」を発売。平成12年に小諸市に移住、津軽じょんがら座を設立。現在も公演を続け、三味線や民謡の指導を行っている	2023-10-29
	9	[image: 藤本蚕業/史料を見合おう会10/22]	藤本蚕業/史料を見合おう会10/22	10/22(日)午後、藤本蚕業歴史館で「藤本蚕業/史料を見合おう会1stトライアル」を実施しました。ハイブリッドで文書館に気軽にアクセスできるようになり、場所を問わず、閲覧したりみんなで見合えたりしたらぐっと利便性が高まります。史料の利用可能性が広がります。

「史料を見合おう会」は、そのようなアクセスの壁をなくし、むしろ遠隔地からでも資料館に居るかのように閲覧を共有体験できたら、資料館の物理的制約を超え、みんなで楽しく史料が見合えたらいいよね、というリクエストに応えるものです。Webカメラ、マイク、Zoomがあれば場所を問わずどこからでも実施できます。

1stトライアルではどんな感じでできるのかをトライしました。前半(Part1)の様子を録画したのでご覧ください。


最初の約25分はイベントの	2023-10-23
	10	[image: １信濃国分寺（重要文化財）]	１信濃国分寺（重要文化財）	奈良時代に建立された天台宗の寺院。承平の乱で燃えてなくなってしまったが室町時代に今の場所に再建された。蘇民将来符という疫病や災難を避けて福を招くといわれる護符
が有名で、正月の縁日にのみ手に入れることができる。
お寺は無料で参拝することができるが、信濃国分寺資料館は小中学性60円、学生180円、一般250円の入館料が必要。	2023-07-27
	11	[image: 中山道69次資料館]	中山道69次資料館	4/30(日)、軽井沢町追分にある中山道69次資料館を訪れました。上田から軽井沢をつなぐ浅間サンラインはその終点で国道18号線に合流します。中山道69次資料館はその合流点の突き当りにあります。軽井沢に行くたび、その前を通過しながら、これまで資料館を訪れる機会がありませんでした。

★中山道69次資料館

私設の資料館です。冬期は休館し、ゴールデンウィーク初日の4/29に開館したとのこと。館長さんのこだわりから展示が構成されており、非常に面白いものながら、時間の限りもあってじっくりと見学するというわけにもいきません。

江戸・京都間を結ぶ東海道53次に対して中山道は69次。数が多い。いずれも浮世絵によっても知られています。東海道は広重の作。では中山道は？　英泉の作です。英泉は知り	2023-05-01
	12	[image: 枝垂（しだれ）桑]	枝垂（しだれ）桑	枝垂（しだれ）桑

蚕糸試験場　蚕糸の森公園
東京都杉並区

桑の品種改良がおこなわれ沢山の品種が生まれた
観賞用の品種


史料ID	タイトル	西暦	備考	発行年月	配置	目録頁	分類番号	巻・号	著者	発行元	発行場所
文献	cb-福-14	桑品種の図解	1925		大正14年11月			B-福-14			福島県桑苗同業組合	福島県

文献	c亅-1-96	桑品種図説	1926		大正15年8月			亅-1-96			長野県蚕業試験場	

文献	ca-2-12	桑品種図説	1926		大正15年3月			A-2-12			長野県蚕業試験場
藤本蚕業デジタル資料館
https://d-commons.net/fujimoto/

naganuma	2022-12-17
	13	[image: test蚕糸試験場　蚕糸の森公園]	test蚕糸試験場　蚕糸の森公園	蚕糸試験場　蚕糸の森公園

子供時代に蚕糸試験場（東京杉並区）が近所にあり、
すでに廃墟となっていて不思議なところだと思っていました。


春蚕繭繰糸試験成績一覧表
藤本蚕業デジタル資料館
https://d-commons.net/fujimoto-index/?c=&p=11876

近代化と国際規格と日本の関係性、
国際規格の導入と変遷は絹糸が最初ではないか？

以前自動車業界にいて国際規格からSDGsに変遷していった過程から、
規格の重要性が正義や善につながっていて基本なるのは美学ではないか？と考えています。

naganuma	2022-12-17
	14	[image: 魅力が沢山あるため池]	魅力が沢山あるため池	舌喰池に行ってきました。長野大学の入り口にも生態系の書かれたものがあり知っている人もかなりいるのではないでしょうか。上田市にはため池が沢山ありますがそれぞれに違いがあり面白いです。舌喰池歴史が詳しく研究されており近くに資料館もあります。ため池も観光資源になりうるのだなと感心しました。	2022-11-18
	15	[image: 國酒]	國酒	立科町の茂田井宿には、昔ながらの酒造会社さんが２つあります。その中の１つ、大澤酒造さんは、昔ながらの蔵を参観できるように民俗資料館として、一般に開放しています。

その資料館の中に、「國酒」の色紙が何枚もありました。色紙の送り主を見ると、歴代の内閣総理大臣たちのお名前でした。

何百年も昔から、その地でお酒造りをしていること自体もとてもすごいことなのに、そこで作られたお酒が総理大臣に納められていると考えたら、鳥肌が立ちました。

長野の魅力を改めて気づけました。	2022-10-26
	16	[image: 分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netによる包摂的地域学習支援(2022)]	分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netによる包摂的地域学習支援(2022)	▲発表資料(PDF)
分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netによる包摂的地域学習支援
(2022/08/21 日本教育情報学会 第38回年会)
　前川道博（長野大学企業情報学部）

▼研究の概要
分散型地域デジタルコモンズ(DX環境)の実現を支援する目的で開発を進めてきた分散型クラウドサービスd-commons.netを地域資料のデジタルアーカイブ化、地域学習支援の実運用に供している。本発表ではこれらの支援の実践を踏まえ、これからの知識循環型社会のプラットフォームとなるデジタルコモンズのモデル化を図る。加えて、地域資料のデジタルアーカイブ化、学校教育・社会教育等に具体的にどのように同サービスを適用していけばよいかを提案する。

▼参考サイト
★eduスクウェア
　d-commons.netをお試しになりたい方は新規ユーザー登	2022-08-19
	17	[image: 地域メディア活性化のための提案]	地域メディア活性化のための提案	地域情報メディア論の講義を受けて考えた、地域メディア活性化のための提案を、私の最終課題としてアウトプット化していきたいと思います。

はじめに、私が現在の地域メディアの課題として感じるのは、地域メディアは利用者が限定されてしまっているという点であると考えます。地域メディアという言葉を聞いて真っ先に思い浮かぶことは、そもそも興味をもちにくい媒体であるという事です。地域メディアの例としては地域資料館や市町村史がありますが、どれも元から地域に興味を持っている人や地域について調べようと思っている人の目にしか留まらない媒体であると感じます。地域と人とを繋ぐための媒体であるのに興味がある人しか利用しない、そういった意味で地域メディアは利用者が限定されていると思います。特にその傾向が強いの	2022-08-10
	18	[image: 人が訪れない資料館と閲覧されない資料について]	人が訪れない資料館と閲覧されない資料について	地域情報メディア論の期末課題である。
人が訪れない資料館、閲覧されない資料に着目し、どのような対応をしていくべきか、デジタルアーカイブ化の観点から考えた。	2022-08-10
	19	[image: 上田城]	上田城	大きな門がお出迎えする上田城。ここで思い浮かべるとしたら真田一族をおいて他にないでしょう。真田の父、真田昌幸によって築城された上田城は第一次・第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城として知られています。NHKの大河ドラマ「真田丸」でも注目を集めました。また、上田城の東虎口櫓門（ひがしこぐち・やぐらもん）はサマーウォーズの陣内家の門のモデルになっています。
　観光客の姿は、門付近と真田神社で多くみられましたが、上田城跡公園内は忍者修練場などはあるものの、閑散としていている印象をもちました。
　途中に博物館もありましたが、人はあまり入っていないようでした。個人的な感想ですが、資料館には堅い雰囲気があり、気軽に入りずらいということと興味のない人は楽しみ方がわからないと	2022-08-09
	20	[image: 歴史的文献を後世に残すには？]	歴史的文献を後世に残すには？	資料館や博物館に大切に保管されている歴史的文献を保管するだけでなく、拝見しやすいように受け継いでいきたい。その時、文献の内容をどのように保管すればよいのだろう。紙媒体とデジタル媒体の大きく二つの観点から考えてみる。
各媒体の保存年数は写真のグラフより参照いただく。保存をすることを第一に考えると石や紙の優位性が見られるだろう。しかし石媒体は紙媒体より、紙媒体はデジタル媒体より書き込めるデータ量が小さくなる。そして保存する際かさばるという特徴もある。	2022-08-09
	21	[image: Googleマップの活用方法・課題点について]	Googleマップの活用方法・課題点について	2022年7月上旬「西川町資料館利用説明会」に参加した。実用化されたデジタルマップの使い方について説明を受けた。説明会の中で、投稿した記事がGoogleマップ上ピン立てされる機能が説明会参加者の興味を引いている印象を持った。
このGoogleマップを活用したアイディアとして「マップ上に投稿した写真を反映させる」というものがある。添付した画像がそのイメージ図で、ピン立てだけではなく写真も表示されればユニークで面白いマップになるのではないかと考えた。
また「投稿時にグーグルマップの位置を設定する時、初期設定は長野大学にピン立てされている」という点は不便に思える。長野市などの他の街にピン立てしたい場合手動では時間が掛かるため、わざわざ位置コードを入力しなければならず面倒に感じるからだ。大まかに長野駅や松	2022-07-14
	22	[image: 糸のまち・こもろツアー]	糸のまち・こもろツアー	こちらの写真は、2022年7月3日に行われた糸のまち・こもろツアーの様子です。

まず、酢久商店（純水館資料館前）へ集合し、そこから地元会員ガイドの清水季志子さん、清水寛美さんを中心にこもろの町を散策しました。

散策した場所は以下の通りです。
・嶋田屋（明治16年まで萬屋太物呉服店）
・海慶院
・宗心寺の高橋平四郎のお墓
・小山家一族のお墓
・寿町の蚕種蔵
・工女さんのお墓
・丸萬製糸場
・光岳寺
・宗心寺山門より荒町通り豪商
・純水館（小山家前）（渋沢栄一宿泊の家）
・玄関前の小山久左衛門銅像	2022-07-10
	23	[image: 【2022/7/2~7/3開催】民間で始まる蚕糸業ものがたり]	【2022/7/2~7/3開催】民間で始まる蚕糸業ものがたり	　小諸市で2日間にわたり、小諸の蚕糸業について学ぶ「民間で始まる蚕糸業ものがたり」を開催します。

【民間で始まる蚕糸業ものがたり】
主催:特定非営利活動法人　糸のまち・こもろプロジェクト

【講演】
日時:2022年7月2日(土曜日) 10時～16時　
会場:ステラホール(小諸市交流館内)
参加料:500円
講演1:午前10時「シルクの里　純水館ものがたり」～制作秘話～ CTK報道制作部長　後藤 理恵氏
講演2:午後13時30分「小諸の交通と蚕糸業」元長野県立歴史館総合情報課長　宮下 健司氏

【糸のまち・ツアー(着物参加大歓迎)】
日時:2022年7月3日(日曜日)
参加募集:20名(地元会員ガイドがご案内いたします)
集合時間:午後13時30分(ツアー所要時間2時間)
集合場所:荒町　酢久商店駐車場(純水館資料館)前より
荒町商人記録を巡る　渋沢栄一宿泊の家(小山久	2022-06-10
	24	[image: 『埋もれた歴史』自費出版の労作]	『埋もれた歴史』自費出版の労作	今から３年ぐらい前になるのかな？
ふだんは翻訳のお仕事をされている東郷えりかさんが歴史の探求で上田市に来られてその時にお話をお聞きし、上田市教育委員会にご案内しました。その探究成果を『埋もれた歴史』という書籍にまとめられました。それが２年前の2020年です。

書籍の表紙の写真にご注目ください。馬に乗る人物が最後の上田藩主松平忠礼です。その傍に佇む方が東郷さんの高祖父の方になります。この方は「門倉伝次郎[LINK]」です。『上田市史・下巻[LINK]』(1940年、1238～1239頁)に記されています。

幕末、上田藩上屋敷は隅田川に面した浅草瓦町、幕府の御蔵のすぐ隣にありました（「	2022-05-08
	25	[image: 信州上田学を通して]	信州上田学を通して	　信州上田学は上田市について詳しく調べるきっかけとなった。他人と友人が全然違うように、よく知っているということは愛着に繋がった。
　私はサントミューゼについて探求して、サントミューゼが更に好きになった。色々な工夫や理念、ルーツが共感できたり、面白いと感じたりしたからだ。次、訪れる時には調べる前と違う視点で楽しめると思う。
　信州上田学を通して、情報を夢中で探すことの楽しさに気づけた。インターネットで検索すれば、無料で簡単に手に入るからこそ、情報の価値に気づけていなかったように思う。実際にまち歩きをしたり、図書館や資料館を訪れたりして、自分の足をつかって・お金を払って情報を得るということが新鮮で面白く、重要だと感じた。
　この投稿のように、ネット上に誰もがアクセスできるように情	2022-02-15
	26	[image: 旧中込学校へ]	旧中込学校へ	佐久市にある重要文化財「旧中込学校」へ10月に行ってきました。
見た目は、松本にある開智学校に似ていると思いました。
緑色と白色を基調としたシンプルな洋風デザインです。
この学校は、日本の学校建築に現存する最古級の擬洋風建築物だと言われています。

校内はもちろん、当時使われていた教科書や、教育道具が大変綺麗に保たれていました。
私が一番面白いと思ったのが、大きなそろばんです。
とても大きくて、昔の師範学校には、「大きなそろばんの扱い方」といった授業も開講されていたのではないかと想像するくらい、大人の先生が一人で取り扱うには大変そうな大きさでした。

仮に今の時代に計算を教えるとしても、大きな電卓は使いませんよね(笑)
今なら、どうでしょう、先生の手元をカメラで写しながら、プロジェクタ	2022-02-04
	27	[image: 犬もヒトと同じ扱い！?]	犬もヒトと同じ扱い！?	　ヒトだけが戦争に動因されるのではなく犬も戦争に協力させられてた！?
今でこそペットというイメージが強いが当時は軍犬になっていた…
ヒトだけでなく犬も戦争には散々…

参考文献：https://www.city.sapporo.jp/kobunshokan/kankobutsu/documents/ronkou3-2.pdf
 写真４-２ 勝つために犬の特別攻撃隊を！と呼びかける隣組回報
昭和１９年１１月 八王子市郷土資料館提供	2022-01-26
	28	[image: 信州大学繊維学部資料館（旧貯文繭庫）]	信州大学繊維学部資料館（旧貯文繭庫）	信州大学繊維学部の母体である官立上田蚕糸専門学校は、日本が工業立国として台頭しようとした明治43年（1910年）に、蚕糸に関する初の口頭教育機関、また、長野県初の国立学校として設立された。そのあと、繊維科学技術全般にわたる高等教育機関に発展し、昭和24年」（1949年）の学制改革により信州大学繊維学部として現在に至っている。	2023-05-01
	29	[image: 明治の上田での生活]	明治の上田での生活	私は歴史が好きで、特に過去の庶民の暮らし等の大衆文化に興味があるので、明治～大正時代の上田市民の生活について探求していきたいと思います。
昔の地域独特の文化や特徴、上田で生きる上での庶民の知恵などを調べ、当時の生活について知ることでより知見を広げていきたいです。また、上田市での暮らしを知ることにより、地域発展のヒントを得られればなと思います。
調べ方については、資料館や図書館等に足を運んだり、デジタルアーカイブ等で資料を探したいと思っています。	2021-12-21
	30	[image: デジタルアーカイブの作業様子]	デジタルアーカイブの作業様子	今回、10月20日(水)から10月29日(金)のうちの5日間にかけて、塩尻小学校の郷土資料館にて、デジタルアーカイブの撮影が行われ、そのお手伝いをさせていただきました。ただ撮影をするだけでなく、道具を撮影するためのスタジオのような場所を作るなどの工夫を行いながら撮影が行われ、そういった道具や資料などの実物をデジタル化するにあたってのやり方を学ぶことが出来ました。	2021-12-13
	31	[image: タイムカプセル！塩尻小学校郷土資料館の撮影]	タイムカプセル！塩尻小学校郷土資料館の撮影	10月20日～10月29日にかけて、塩尻小学校の郷土資料館に保管されている資料・道具の撮影を行いました。

このプロジェクトは、過去に使用されていた道具・地域資料のデジタル化を行い、地域の文化伝承を促すために発足されました。
今後、撮影した写真（資料）ごとに解説を添えたwebサイトが解説される予定です。

保管されている道具は大変数が多く、興味深かったです。	2021-12-13
	32	[image: 舌喰池]	舌喰池	この池は２０００年前からある非常に歴史が深い池である。
さて舌喰池とは物騒な名前だ。諸説あるがこの名前の由来は水漏れがひどかったこの池を改修するとき堤の真ん中に人柱を入れなければ効果がないと言われ、くじ引きで人柱に選ばれた娘が舌を噛み切って自殺してしまったということからこの名前が来ている。その他にも塩田地方では土手の崩れることを「くいる」といい、土手を築くたびに下が崩れる「したくいる」が舌喰になったという説もある。
水鳥も飛来しており、カイツブリなどの様々な水鳥を見ることができる。
そのほかにも池のほとりはかなり広く芝生が生えきれいに整備されているので、池や水鳥などを眺めながらのピクニックにも絶好の場所となるだろう。
またこの池は全国ため池１００選にも選ばれている。近くには資	2021-11-17
	33	[image: 蚕都上田探訪／飯沼郷蔵]	蚕都上田探訪／飯沼郷蔵	郷蔵とは江戸時代、年貢米を貯蔵した倉庫です。飯沼(上田市生田)にあるこの郷蔵は教育委員会の説明板によると1729年に建てられ、その後度々の改修を経て現在に残っています。

この郷蔵からは幕末期、横浜からの生糸輸出を裏付ける大量の資料が発見されています。横浜開港資料館などが長年かけてその調査研究に当たってきました。驚くべき米倉庫です。我が国の生糸輸出や蚕糸業の歴史を紐解く数多くの文書がこのような倉庫に残っていたことも驚くべきことです。

この場所は飯沼の集落内にあり道は狭くわかりにくいので現地に行くには注意がいります。マップに位置を示しておきました。	2021-09-19
	34	[image: 黒田代官屋敷]	黒田代官屋敷	黒田代官屋敷とは、現在の静岡県菊川市下平川にある江戸幕府旗本・本多助久の代官となった黒田家の屋敷。現存している18世紀中頃の建築物として大変価値が高く、主屋、長屋門、米蔵、宅地など 屋敷全体が重要文化財に指定されている。この貴重な文化財の黒田代官屋敷は、現在、22代黒田家のご家族が居住されている。	2021-05-03
	35	[image: 沼田資料館写真]	沼田資料館写真	説明
沼田資料館の写真
16～18世紀の資料

用法
沼田市における真田に関する事実のまとめ	2021-02-09
	36	[image: 信濃国分寺跡史跡公園]	信濃国分寺跡史跡公園	これは信濃国分寺跡史跡公園の写真である。一部しか写っていないが公園自体はもっと広い。公園の中に資料館が置かれている。昭和に行われた信濃国分寺の発掘調査の結果、中門や金堂などの遺構を確認・推定することができた。寺域は、僧寺がおよそ東西１７６メートル、南北１７８メートル、尼寺は東西１４８メートル、南北１５０メートルと判明した。これらの遺構の保存と活用のため、全国で最初の史跡公園に認定された。
遊具はないが犬の散歩をしたり子供がボール遊びをするにはとても良い場所である。紅葉の季節になると国道沿いにある木が色を変え、鮮やかになる。	2021-01-25
	37	[image: 信濃国分寺資料館]	信濃国分寺資料館	信濃国分寺資料館は国道１８号線沿いにある。ここには信濃国分寺跡に関する資料を中心に、文化財はもちろん、伝統的なお祭り（八日堂縁日）に関する資料などが多く保管されている。
この地域のこれまでの歴史を学ぶ場として利用ができる。	2021-01-25
	38	[image: 上田市の重要文化財]	上田市の重要文化財	テーマを選んだ理由は、上田市の重要文化財に指定されている信濃国分寺について調べたいと思ったからである。

信濃国分寺の歴史を主に探求したいと考えている。

調べる方法としては、実際に信濃国分寺に行ったり信濃国分寺資料館を訪れたいと考えている。また、信濃国分寺のホームページなども活用して調べていきたい。	2020-12-21
	39	[image: 上田の生糸、紬について]	上田の生糸、紬について	私は上田の生糸や紬について調べようと思う。

このテーマを選んだ理由は、上田紬には約400年の歴史があり、江戸中期には京都や江戸の多くの人々に愛用されていた。また、日本三大紬の一つでもある。
このような魅力がある上田の生糸や絹織物の特徴や歴史ついて調べ、上田をより知っていきたいと考えたからである。

調べた情報などをマイサイトなどを使い情報発信できるようにしていきたいと考える。

そのため、他のサイトや地域資料館などを使用し資料を調べていきたいと考えている。	2020-12-20
	40	[image: 上田と沼田の歴史観の違い]	上田と沼田の歴史観の違い	このテーマを選んだ理由は、地元の沼田市と上田市はどちらも真田の里ということで共通点がある。どちらにもアクセスできるという利点を生かして調査を進められると考えたからだ。

主な着眼点としては、同じ内容の歴史に対して、上田と沼田ではとらえ方がどう違うのかということに注目してみたい。

調査方法としては、両方の地方の資料館及びサイトにアクセスしてみて、それらに触れてみたいと考えている。	2020-12-17
	41	[image: 上田散策まとめ]	上田散策まとめ	散策の最後は上田別所線の赤い鉄橋を見に行きました。

私は長野市出身で別所線に乗った回数も、オープンキャンパスの1度だけで深い思い出があるわけではありません。

でも、博物館や資料館へ行ってみて、この電車が開通して、赤い橋が戻ってくることがゴールではないんだなあと思いました。

もっといえば、台風前に架かっていた橋にはどれだけの存在価値があったのか。
なくなってから想いを馳せているのはどうなのかと思ってしまった自分もいました。

一日も早い復興、全線開通を願うのと同時に、長野大学で過ごす4年間くらいは別所について深く学んで、それまでに知らなかった時間に寄り添ってみようと思いました。	2020-11-16
	42	[image: 丸窓電車]	丸窓電車	昭和2年に製造され。昭和61年まで現役で動き続けたモハ5250号、通称「丸窓電車」は、今は使われていませんが、珍しい丸い窓の車両であったため、今でも別所温泉駅に設置されています。

この電車とともに地域が発展し、その軌跡を忘れないために、資料館として残し、今でも地域とともにある電車です。	2020-10-16
	43	[image: 信大繊維学部、上田蚕糸専門学校の遺産]	信大繊維学部、上田蚕糸専門学校の遺産	2018/05/10、１年生ゼミで上田探検。旧常田館製糸場に続き、信大繊維学部を見学しました。見学というよりもキャンパスを通り抜けたという感じの見学です。旧上田蚕糸専門学校講堂の内部を見学させていただくともっと感じるものはあったかもしれません。とは言え、見学行程全体のバランスを考えると時間がかかる一方なので、内部見学の事前予約はせず「じっくり見るのはまたの機会にしてね」と外観だけ見て内部見学はパス。

本当は感性工学科H棟内にある「疾走するファイバー展」も、赤レンガ造りの資料館（旧貯繭庫）の蚕糸関係の展示も面白いのだけれど。知的好奇心の高い学生たちにパスさせたのはもったいなかった！　時間の兼ね合いを考慮することもやむを得ない選択です。

キャンパスを通り抜けながら、長野大学よりも大学らしいキ	2020-07-18
	44	[image: 上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～]	上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～	上田の生糸は主に横浜港を通じ、世界との貿易に関わることになる。横浜港は1859年に開港したが、上田の商人達は、まさにその直後から横浜で貿易活動を行っていたことが知られている。そこには、当時の上田藩主松平忠固の尽力があったとされる。松平忠固は、日米和親条約、日米修好通商条約の2つの条約締結の調印時に老中を務め、条約締結を急いだ積極的開国派であった。彼のもとで上田藩は開港と同時に生糸の輸出を始め、これにより日本の生糸貿易は上田から始まったとも言われるようになるのである。

画像は「横浜海岸フランス役館之景」(横浜開港資料館所蔵)により
URL:https://www.mmdb.net/santo-ueda/mono/cn1/pg45.html	2020-07-08
	45	[image: 明治時代を体感！旧中込学校]	明治時代を体感！旧中込学校	佐久市に現存する擬洋風学校である。明治８年に完成し、日本国内に現存する擬洋風学校としては最も古い建築物の１つでもあり、長野県宝・国重要文化財に指定されている。また、敷地を含めて国史跡にも指定されている。移築や改変等が少ないため、当時に近い姿で残っている点が特徴であり、気軽に明治の雰囲気を感じる事ができる。
正面から見て横長でなく縦長な形をした校舎、八角形の塔の部分には太鼓が吊るされている点が興味深い。他にも、カラフルなガラスが目を引き、魅力を感じる。	2020-05-26
	46	[image: 小諸宿本陣主屋]	小諸宿本陣主屋	　小諸宿本陣主屋は、慶長16年に設けられた小諸宿の建物で、参勤交代や善光寺参拝の旅人の交通の要として、隆盛を極めました。参勤交代の際には、大名も休泊したそうです。
　その後、明治11年に佐久市に移転されましたが、平成9年に再び小諸市に移転され、現在は歴史資料館となっています。	2020-05-26
	47	[image: 古代の丘資料館]	古代の丘資料館	長井市内の考古資料を中心に収蔵、展示している資料感じてです。主に縄文時代の遺跡から発見された土器、石器を展示しています。縄文人の生活について学ぶ事ができます。	2020-05-25
	48	[image: 蚕都上田まちあるき2009(3)～塩尻編～]	蚕都上田まちあるき2009(3)～塩尻編～	

主催：蚕都上田プロジェクト
2009/10/18実施
ナビゲータ－：馬場郁夫さん（上塩尻在住）　清水卓爾さん（環境ジャーナリスト）
探訪先： 小岩井紬工房、旧蚕種家宅、座摩神社（蚕影さん）、段々畑、塩尻小学校郷土資料館、元宿など（地区間の移動は徒歩）

江戸時代末期から昭和時代にかけて蚕糸業が盛んであった塩尻地区を歩いて往年の生業や暮らしをたどりました。	2020-05-24
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ミニ講義「横浜開港と蚕都上田」＋横浜開港資料館展示解説
講師：西川武臣氏（横浜開港資料館主任研究員）
2011年3月26日　横浜開港資料館講堂にて
27分
（撮影・編集　蚕都上田プロジェクト）	2020-05-24
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 「窯のある広場・資料館」は、1921年から1971年まで、土管や焼酎瓶、タイルなどのやきもの製品を製造していた工場を、LIXIL（当時INAX）が整備し、1986年から公開している文化施設で、国の登録有形文化財にも指定されています。創建当時の姿にできるだけ近づけると共に、更に100年先に残せるものとすることを目指し、外壁の仕上げや瓦の風合いにもこだわって再生しました。建屋内部の煉瓦造の大きな窯の迫力や、太い木材が露出した梁や柱、見上げた天井のトラスなど、建物自体の魅力も大いに楽しんでいただけます。 
展示においては、煉瓦の窯の内部に炎の映像を投影し、窯焚きの様子を臨場感いっぱいに再現したプロジェクションマッピングが見どころです。入ってすぐにある煙突の存在感に	2020-05-24
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